
　

今
回
は
、
水
道
水
の
水
質
、
水
質
検

査
に
つ
い
て
、
水
道
課
・
栗
田
孝
一
主

任
技
士
に
話
を
聞
き
ま
し
た
。

三
島
市
の
水
道
水
の
水
質

―
―
三
島
市
の
水
道
の
水
源
に
つ
い

て
、
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

９
月
１
日
号
で
お
知
ら
せ
し
た
と
お

り
、
三
島
市
の
水
道
の
水
源
は
、
大
き

く
分
け
て
２
つ
あ
り
ま
す
。

　

上
水
道
は
、
自
己
水
源
で
あ
る
伊
豆

島
田
浄
水
場
内
に
あ
る
地
下
60
ｍ
の
深

井
戸
と
、
駿
豆
水
道
か
ら
供
給
を
受
け

て
い
る
中
島
浄
水
場
は
柿
田
川
の
湧
水

が
水
源
で
す
。

　

簡
易
水
道
で
は
山
中
新
田
取
水
場
と

佐
野
見
晴
台
配
水
場
、
佐
野
見
晴
台
取

水
場
の
３
カ
所
に
あ
る
深
井
戸
が
水
源

で
す
。

―
―
三
島
市
の
水
道
水
は
、
お
い
し
い

で
す
よ
ね
。

　

市
の
水
道
水
の
原
水
は
富
士
山
に

降
っ
た
雨
が
地
中
に
浸
透
し
、
三
島
溶

岩
流
を
長
い
年
月
を
か
け
て
通
過
し
て

き
た
天
然
水
で
す
。
水
質
は
ま
ろ
や
か

な
軟
水
で
、
適
度
な
カ
ル
シ
ウ
ム
や
マ

グ
ネ
シ
ウ
ム
な
ど
の
ミ
ネ
ラ
ル
を
含

み
、
水
の
味
を
損
な
う
「
有
機
物
」
の

量
も
少
な
い
、
新
鮮
な
味
わ
い
で
す
。

　

こ
の
原
水
を
浄
水
場
な
ど
で
塩
素
消

毒
す
る
こ
と
で
、
水
道
水
と
し
て
各
家

庭
や
事
業
所
に
供
給
で
き
ま
す
。

水
道
水
の
安
全
確
保

―
―
消
毒
は
大
切
で
す
ね
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
に
水
道
水
を
安
心
・

安
全
に
飲
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
、
水

道
法
で
義
務
付
け
さ
れ
て
い
る
、
水
道

水
質
検
査
計
画
を
毎
年
策
定
し
、
原
水

と
水
道
水
の
検
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

―
―
ど
の
よ
う
な
検
査
を
行
っ
て
い
る

の
で
す
か
。

　

市
内
の
14
カ
所
の
蛇
口
か
ら
採
取
し

た
水
を
検
査
し
て
い
ま
す
。
検
査
内
容

は
、
毎
日
の
検
査
が
義
務
付
け
ら
れ
て

い
る
色
、
濁
り
、
消
毒
の
残
留
効
果
や

味
、
臭
気
の
各
項
目
で
す
。
水
道
基
準

項
目
と
、
原
水
指
標
菌
検
査
は
毎
月
実

施
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
以
外
に
も
、
水
道
法
で
定
め
ら

れ
て
い
る
水

質
基
準
全
項

目
と
水
質
管

理
上
留
意
す

べ
き
水
質
管

理
目
標
設
定
項
目
や
、
水
質
管
理
上
必

要
な
項
目
に
つ
い
て
、
給
水
栓
４
カ
所

か
ら
採
取
し
、
法
定
で
は
年
１
回
の
と

こ
ろ
、
市
独
自
検
査
１
回
を
加
え
、
年

２
回
の
検
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

水
質
検
査
結
果
に
応
じ
、
臨
時
検
査

の
実
施
や
、
計
画
を
見
直
す
な
ど
、
水

質
の
管
理
に
万
全
を
期
し
て
い
ま
す
。

―
―
水
質
検
査
は
、
市
で
行
っ
て
い
る

の
で
す
か
。

　

日
々
の
検
査
は
市
が
行
っ
て
い
ま

す
。
毎
月
お
よ
び
年
２
回
実
施
し
て

い
る
検
査
は
、
必
要
な
認
証
を
取
得

し
て
い
る
検
査
機
関
に
委
託
な
ど
を

し
て
、
信
頼
性
を
確
保
し
て
い
ま
す
。

―
―
水
質
検
査
計
画
や
、
検
査
結
果

は
、
誰
で
も
確
認
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
か
。

　

は
い
。
市
役
所
水
道
課
（
中
央
町

別
館
１
階
）
お
よ
び
市
の
情
報
公
開

コ
ー
ナ
ー
（
本
館
１
階
）
で
閲
覧
で

き
ま
す
。
ま
た
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
も
公
表
し
て
い
ま
す
。

水
道
の
将
来
を

考
え
る

水
道
事
業
連
載　
第
５
回

県
お
よ
び
２
市
１
町
　
合
同
給
水
訓
練

　

10
月
20
日
㈭
に
、
県
企
業
局
、
三
島
市
、
熱
海
市
、

函
南
町
の
職
員
が
参
加
し
て
、
熊
本
地
震
を
教
訓
と

し
た
合
同
給
水
訓
練
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

県
か
ら
各
市
町
へ
の
送
水
管
が
破
損
し
、
送
水
停

止
に
な
っ
た
と
い
う
想
定
の
訓
練
で
す
。
午
前
は
、

日
本
水
道
協
会
と
企
業
局
お
よ
び
２
市
１
町
が
連
携

し
、
同
協
会
を
通
じ
て
の
情
報
伝
達
訓
練
を
実
施
し

ま
し
た
。

　

ま
た
、
午
後
は
三
島
市
中
島
地
内
の
県
企
業
局
の

駿
豆
水
道
中
島
浄
水
場
で
、
給
水
車
の
進
入
経
路
や

停
電
時
に
も
発
電
機
を
稼
働
さ
せ
緊
急
給
水
栓
か
ら

給
水
車
へ
給
水
す
る
手
順
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

次
回
は
、
水
道
管
の
工
事
に
つ
い
て
、
広
報
み
し

ま
平
成
29
年
１
月
１
日
号
に
掲
載
し
ま
す
。

問
合
せ　
水
道
課
（
☎
９
８
３
・
２
６
５
９
）

▶
合
同
訓
練
の
様
子

▲水質検査の様子

◀
水
道
課
・
栗
田
孝
一
主
任
技
士
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三
島
の
村
名
⑨

　

中
島
ー
そ
の
二
ー

　
（
中
郷
地
区
）

　
左さ

な
い内

神
社

現
在
、
郷
土
資
料
館
で
は
、
富
士
・

沼
津
・
三
島
３
市
博
物
館
共
同
企
画
展

の
第
一
弾
と
し
て
、
企
画
展
「
駿
東
・

北
伊
豆
の
戦
国
時
代
―
北
条
五
代
と
山

中
城
―
」
を
開
催
中
で
す
。
今
回
は
企

画
展
展
示
資
料
の
中
か
ら
、
山
中
城
跡

よ
り
発
掘
さ
れ
た
武
器
・
武
具
を
紹
介

し
ま
す
。

　

箱
根
西せ

い
ろ
く麓

の
山
中
新
田
に
位
置
す
る

国
指
定
史
跡
山
中
城
跡
は
、
小
田
原
に

本
拠
を
お
く
戦
国
大
名
北
条
氏
が
、
西

か
ら
進
入
す
る
敵
軍
を
食
い
止
め
る
た

め
に
築
い
た
山や

ま
じ
ろ城

の
跡
で
す
。
北
条
氏

の
重
臣
松ま

つ
だ田
憲の

り
ひ
で秀
の
い
と
こ
で
あ
る
松

田
康や

す
な
が長
が
、
城
の
守
り
を
任
さ
れ
て
い

ま
し
た
が
、天
正
十
八
年
（
一
五
九
〇
）

北
条
氏
討
伐
に
乗
り
出
し
た
豊
臣
秀
吉

の
軍
勢
に
よ
っ
て
、
攻
め
落
と
さ
れ
て

し
ま
い
ま
す
。
こ
の
戦い

く
さ

は
、「
山
中
城

の
戦
い
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

発
掘
調
査
に
よ
り
、山
中
城
跡
か
ら
、

こ
の
「
山
中
城
の
戦
い
」
で
も
使
用
さ

れ
た
か
も
し
れ
な
い
武
器
や
武
具
が
見

つ
か
っ
て
い
ま
す
。

　

①
は
鎧よ

ろ
い

の
一
部
で
す
。
鎧
の
う
ち
、

腰
か
ら
太
も
も
に
か
け
て
を
ガ
ー
ド
す

る
部
位
を
「
草く

さ
ず
り摺

」
と
呼
び
ま
す
。
写

真
は
そ
の
草
摺
を
構
成
す
る
部
品
で

す
。
皮
も
し
く
は
薄
い
板
の
上
に
布
を

貼
り
、
そ
の
上
に
赤
漆
を
塗
っ
た
も
の

で
す
。

　

草
摺
は
、
各
部
品
の
上
下
に
穴
を
あ

け
、
紐
を
通
し
て
連
結
さ
せ
る
の
で
す

が
、
①
の
場
合
、
上
側
に
し
か
穴
が
開

い
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
草
摺
の
最
下

段
の
部
分
に
使
わ
れ
た
部
品
だ
っ
た
こ

と
が
わ
か
り
ま
す
。

　

②
は
「
笄

こ
う
が
い」

と
呼
ば
れ
る
も
の
で
、

刀
の
鞘さ

や

部
分
に
セ
ッ
ト
し
て
持
ち
歩
い

た
道
具
で
す
。
笄
と
い
う
と
、
女
性
の

髪
飾
り
の
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
が
、

髪
飾
り
と
し
て
用
い
ら
れ
る
の
は
江
戸

時
代
以
降
の
こ
と
で
す
。そ
れ
以
前
は
、

頭
の
痒
い
と
こ
ろ
を
か
い
た
り
、
長
い

髪
の
毛
を
ま
と
め
上
げ
た
り
す
る
男
女

共
通
の
道
具
で
し
た
。
刀
の
鞘
に
は
笄

を
セ
ッ
ト
す
る
た
め
の
切
り
込
み
な
ど

が
あ
り
、
い
つ
で
も
使
え
る
よ
う
、
携

行
し
て
い
た
よ
う
で
す
。
持
ち
手
部
分

に
花
の
形
の
彫
刻
や
、
金
メ
ッ
キ
な
ど

が
施
さ
れ
て
い
て
、
当
時
の
人
々
の
趣

向
が
表
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
に
も
、
戦
国
時
代
の
戦
場

に
お
い
て
、
武
器
の
主
流
で
あ
っ
た
鑓や

り

の
穂ほ

さ
き先

の
部
分
、
投
石
に
使
わ
れ
た
の

で
あ
ろ
う
石
つ
ぶ
て
な
ど
、「
山
中
城

の
戦
い
」
の
景
観
が
想
像
さ
れ
る
よ
う

な
資
料
を
多
数
展
示
し
て
い
ま
す
。

　

企
画
展
は
、
平
成
二
十
九
年
一
月

二
十
二
日
㈰
ま
で
楽
寿
園
内
郷
土
資

料
館
で
開
催
中
で

す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く

だ
さ
い
。

　

中
島
に
あ
る
左
内
神
社
は
、
隣
接
す
る
梅う

め
な名

の

右う
な
い内

神
社
と
と
も
に
三
嶋
大
社
の
御
門
の
守
護
神
と

さ
れ
、
三
嶋
大
社
と
同
様
に
武
士
か
ら
の
崇
敬
が
厚

か
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
詳
し
い
由
緒
な
ど

は
不
詳
で
す
が
、
平
安
時
代
に
成
立
し
た
『
延え

ん
ぎ
し
き

喜
式

神じ
ん
み
ょ
う明

帳
』
に
記
載
さ
れ
て
い
る
文ふ

み
な
し梨

神
社
（
父
梨

神
社
と
も
）
が
現
在
の
左
内
神
社
で
あ
る
と
推
測
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
名
の
と
お
り
、
か
つ
て
は
中
島
の
集
落
を
南

北
に
貫
く
三
嶋
大
社
の
参
道
で
も
あ
る
旧
下
田
街
道

の
東
側
（
三
嶋
大
社
か
ら
見
て
左
側
）
に
あ
り
ま
し

た
。
隣
の
中
集
落
に
あ
る
手
無
地
蔵
堂
あ
た
り
の

森
に
あ
っ
た
と
も
言
わ
れ
て
お
り
、「
父て

て
な
し梨
」
が
縮

ま
っ
て
「
手て

な
し無
」
と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
後
、
現

在
の
中
島
浄
水
場

付
近
に
鎮
座
し
ま

し
た
が
、
火
災
に

よ
り
明
治
20
年

（
一
八
八
七
）
に

旧
下
田
街
道
西
側

の
現
在
地
に
移
転

し
ま
し
た
。
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